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酒
を
買
う　

キ
レ
コ
ク
よ
り
も　

カ
ロ
リ
オ
フ 

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

同
級
生　

何
た
る
老
け
よ　

我
は
ど
う 

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

年
か
さ
ね　

浮
き
沈
み
あ
る　

一
日
を 

林　

フ
ミ
子
（
高
・
畑
）

泣
き
笑
ひ　

世
の
の
ぼ
り
坂　

夫め
お
と婦
道 

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

亡
き
母
に　

学
ん
だ
事
は　

数
知
れ
ず 

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

春
眠　

窓
打
つ
風
も　

子
守
唄 

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

兄ひ
と
い
ち
だ
い

一
代　

活
か
さ
れ
生
き
て　

幸
せ
よ 

大
辻
ト
ミ
子
（
朽
・
岩
瀬
）

ね
こ
元
気　

子
供
ほ
ど
に　

か
わ
い
く
て 

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
横
山
）

嫁
に
き
て　

古
里
よ
り
も　

長
い
今 

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

ま
た
一
つ　

年
を
重
ね
て　

ど
っ
こ
い
し
ょ 

清
水　

真
夫
（
今
・
今
津
）

ま
た
空
家　

ふ
え
て
集
落　

冬
に
入
る 

山
井
シ
ズ
子
（
朽
・
麻
生
）

ハ
イ
．
ハ
イ
．
ハ
イ　

声
が
先
ゆ
く　

電
話
口 

清
水
イ
チ
子
（
今
・
今
津
）

脳
味
噌
が　

減
っ
た
分
だ
け　

ダ
イ
エ
ッ
ト 

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

今
流は
や
り行　

孫
の
ズ
ボ
ン
に　

継
ぎ
し
た
や 

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

陽
だ
ま
り
の　

慈く
わ
い姑
青
い
芽　

春
一
つ 

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

球
根
の　

発
芽
を
待
ち
て　

い
る
私 

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

ふ
る
さ
と
の　

風
の
香
が　

な
つ
か
し
き 

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

万
両
の　

実
を
見
付
け
た
り　

雀
の
子 

川
尻　

耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

着
物
着
て　

慣
れ
ぬ
足
ど
り　

同
期
会 

山
森　

照
子
（
今
・
松
陽
台
）

青
葉
成
る　

的
練
り
響
く　

湖
西
路
に 

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

あ
い
さ
つ
が　

下
手
で
血
圧　

だ
け
上
り 

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

親
の
愛　

感
じ
る
子
等
の　

振
舞
い
か 

北
坂　
　

修
（
高
・
武
曽
横
山
）

宝
く
じ　

買
わ
な
い
く
せ
に　

数
字
見
る 

寺
尾　
　

浩
（
新
・
北
畑
）

幸
せ
は　

来
た
と
思
え
ば　

す
ぐ
逃
げ
る 

寺
尾　

輝
代
（
新
・
北
畑
）

ナ
マ
ズ
様　

藁
園
神
社
で　

い
ば
っ
て
は
る 

向
川　

明
子
（
新
・
藁
園
）

自
然
体　

歳
相
応
に　

暮
ら
す
日
々 

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

世
も
乱
れ　

悪
を
正
し
と　

さ
す
定
規 

上
田　

え
み
（
マ
・
浦
）

人
生
は　

時
を
友
と
し　

歩
む
な
り 

坂
尾　

眞
一
（
新
・
旭
）

噛
る
子
が　

育
っ
て
脛す
ね
が　

や
ゝ
戻
り 

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

功
労
金　

満
額
御
礼　

旗
降
り
る 

八
田　

信
子
（
高
・
高
島
）

横
着
な　

ご
飯
噛
み
か
み　

五
七
五 

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

湯
け
む
り
を　

腹
い
っ
ぱ
い
に　

鯉
の
ぼ
り 

岸
田　

金
子
（
安
・
田
中
）

老
二
人　

四
の
五
の
言
い
つ　

土
な
ぶ
り 

久
保
井
と
く
（
マ
・
寺
久
保
）

水
ぬ
る
む　

釣
糸
た
れ
る　

河
辺
か
な 

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

万
引
き
に　

こ
っ
そ
り
カ
メ
ラ
が　

今
日
は 

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

我
が
孫
と　

と
て
も
思
え
ぬ　

蒼
い
瞳
が 

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

心
に
つ
け
い
る
商
法

　

今
回
の
よ
う
な
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も
、
販
売
方
法
に
問
題
が
あ

れ
ば
解
約
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
不
要
な
も
の
」
と
思
っ
て
は
い
て
も
、
不
意
を
つ
か
れ
て
話
に
引
き

込
ま
れ
、
気
分
が
高
揚
し
た
り
、
不
安
を
あ
お
ら
れ
た
り
し
て
、
つ
い
買
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
県
で
は
、業
者
が「
息
子
に
良
縁
が
く
る
」

と
言
っ
て
、
１
３
０
万
円
も
の
印
鑑
を
売
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
12
月
に
訪
問
販
売
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。「
い
り
ま

せ
ん
」
と
言
っ
て
断
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
再
び
勧
誘
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。
購
入
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
必
要
の
な
い
も
の
は
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
生
活
相
談
課
内
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

＜相談事例＞

自宅に印鑑のセール
スマンが来た。買う
つもりはなかったの
で一旦は断ったが、
「この家は後継ぎが伸
びる家だ。」とほめる
ので、ついつい話に
引き込まれ、30万円
もする印鑑を買うこ
とになってしまった。
解約したい。

の分別にご協力を！

環境政策課　　環境政策課　　 （25）8123（25）8123

　高島市では、飲食用缶を年間約１５０ｔ回収しています。
　飲食用缶はスチール缶とアルミ缶の２種類ありますが、環
境センターの機械で分別できるため、同じコンテナに入れて
出してください。回収したスチール缶は、スチール缶や鉄製
品等に、アルミ缶は、再びアルミ缶にリサイクルされ、飲食
用缶は、何度も生まれ変わる大切な資源となります。

　不用になったものを再び資源としてリ
サイクルする循環型社会の第１歩は、正
しい分別から始まります。飲食用缶は、
私たちの生活に欠かせないものであり、
身近なところからリサイクルについて考
えてみましょう。

　飲食用缶の回収時にスプレー缶が混入されて
いることがありますが、スプレー缶は、燃えな
いごみＢ類になりますのでご注意ください。そ
して、スプレー缶を出される際には、必ず穴を
あけてください。

スプレー缶は
　　　燃えないごみＢ類へ

注　意
　！

缶 類


